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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

下
水
道
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

９
月
号
で
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

が
果
た
し
て
い
る
役
割
な
ど
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
下
水
道
の
整
備
状
況

や
財
政
状
況
な
ど
、
18
年
度
決
算
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

下
水
道
の
整
備
を
進
め
た
結
果
、
左

表
の
通
り
水
洗
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計

お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

は
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
地
方
公
営
企

業
法
の
財
務
規
定
な
ど
を
適
用
し
、
企

業
会
計
方
式
に
移
行
し
ま
し
た
の
で
、

出
納
整
理
期
間
が
存
在
せ
ず
、
本
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
出
納
は
打
ち
切
ら
れ

ま
し
た（
打
ち
切
り
決
算
）。こ
の
た
め
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
歳
入
が

15
億
８
、
５
９
９
万
円
、
歳
出
が
15
億

２
、
０
９
１
万
円
で
、
差
引
額
が
６
、

５
０
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
で
は
、
歳
入
が
６
億
９
、
６
４
５
万

円
、
歳
出
が
４
億
２
、
３
０
５
万
円
で
、

差
引
額
が
２
億
７
、
３
４
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
差
引
額
は
地
方
公
営
企
業

法
の
規
定
に
よ
り
、
新
た
な
下
水
道
事

業
会
計
へ
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。ま
た
、

引
き
継
ぎ
額
の
中
に
は
、
公
共
下
水
道

の
管
き
ょ
整
備
や
、
越
河
地
区
農
業
集

落
排
水
処
理
施
設
整
備
な
ど
の
繰
り
越

し
財
源
２
２
１
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
歳
出
に
占
め
る
割
合
が
大
き
い
の

が
公
債
費
で
、
２
つ
の
特
別
会
計
合
計

額
の
55
％
を
占
め
て
お
り
、
財
源
不
足

を
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
補
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
下
水
道
の
建
設

に
は
、
短
期
間
で
集
中
的
に
多
額
の
投

資
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
そ
の
事
業
効

果
が
長
期
に
わ
た
る
た
め
、
財
源
に
地

方
債
を
充
て
て
い
ま
す
。

■
汚
水
処
理
原
価
（
公
共
下
水
道
）

　

汚
水
１
㎥
当
た
り
の
処
理
原
価
は
、

維
持
管
理
費
と
借
入
金
元
利
償
還
金
な

ど
で
約
２
５
９
円
を
要
し
ま
す
。
こ
の

金
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
５
９
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

下
水
道
の
果
た
す
役
割
に
対
す
る
、
公

費
負
担
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し

基
準
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
平
成

18
年
４
月
使
用
分
の
下
水
道
使
用
料
か

ら
料
金
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
こ
れ
ら
に
伴
い
、
使
用
料
に

よ
る
経
費
回
収
率
は
約
60
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
下
水
道
事

業
（
農
業
集
落
排
水
事
業
を
含
む
）
に
、

地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
規
定
な
ど
を

適
用
し
、
特
別
会
計
か
ら
企
業
会
計
方

式
へ
移
行
し
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
方
式
で
は
、
特
別
会
計
の

官
公
庁
会
計
方
式
と
異
な
り
、
貸
借
対

照
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）
な
ど
の
財

務
諸
表
が
作
成
さ
れ
、
経
営
計
画
の
的

確
な
見
極
め
に
よ
り
、
健
全
で
透
明
な

経
営
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で

快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
効

率
的
で
効
果
的
な
事
業
経
営
を
行
い
、

よ
り
一
層
の
経
費
削
減
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
公
共
下
水
道
の
整
備
と

と
も
に
、
越
河
地
区
の
皆
さ
ん
に
も
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
整
備
に
よ
る
効
果
は
、
衛
生

的
な
生
活
環
境
や
白
石
川
な
ど
の
水
質

保
全
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

下
水
道
本
来
の
目
的
が
達
成
さ
れ
ま
す
。

　

下
水
道
の
利
用
可
能
と
な
っ
た
地
域

に
お
住
ま
い
の
方
で
、
ま
だ
接
続
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
接
続
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
は
、
私
た
ち
の
生
活
と
自
然
を
循

環
す
る
も
の
で
す
。
清
ら
か
な
水
環
境

を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、

下
水
道
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
都
市
整
備
課　

0
２
２
―
１
３
２
５

下
水
道
の
整
備
状
況

下
水
道
の
整
備
状
況
（
平
成
18
年
度
決
算
よ
り
）

「
企
業
会
計
方
式
」
を
導
入
し
ま
し
た

下
水
道
の
早
期
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

平
成
平
成
1818
年
度
下
水
道
事
業
決
算

年
度
下
水
道
事
業
決
算

〜
安
全
で
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

〜
安
全
で
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

　

社
会
経
済
や
行
政
需
要
の
変
化
に
適

切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
財
政

構
造
が
弾
力
的
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
本
市
に
お
け
る
財
政
構
造
の
弾
力

性
を
判
断
す
る
３
つ
の
指
標
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

●
経
常
収
支
比
率

　

収
入
に
対
し
て
人
件
費
や
公
債
費
な

ど
必
ず
出
て
い
く
経
費
が
ど
の
く
ら
い

の
割
合
に
な
っ
て
い
る
か
を
示
す
も
の

で
す
。

　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
財
政
に
弾
力

性
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
通
常

80
％
を
超
え
る
と
財
政
の
弾
力
性
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

●
公
債
費
比
率

　

市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
自
由
に
使

え
る
収
入
に
占
め
る
公
債
費
の
割
合
で
す
。

　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
借
入
金
の

返
済
が
財
政
を
圧
迫
し
て
健
全
性
を
保た
も

て
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
実
質
公
債
費
比
率

　

地
方
債
発
行
が
協
議
制
移
行
で
導
入

さ
れ
た
新
し
い
財
政
指
標
で
す
。

　

公
債
費
に
加
え
、
公
営
企
業
の
元
利

償
還
金
へ
の
繰
出
金
な
ど
が
、
市
税
や

地
方
交
付
税
と
い
っ
た
自
由
に
使
え
る

収
入
に
ど
の
程
度
回
さ
れ
た
か
を
み
た

も
の
で
、
こ
の
比
率
が
18
％
を
超
え
る

と
、
引
き
続
き
国
の
許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

上
表
の
よ
う
に
、
財
政
指
標
は
昨
年

度
と
比
較
し
て
い
ず
れ
も
上
昇
し
て
い

ま
す
。
特
に
経
常
収
支
比
率
、
公
債
費

比
率
が
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

市
債
（
借
入
金
）
を
一
括
償
還
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。
市
税
収
入
の
減

少
や
国
の
地
方
財
政
計
画
の
縮
小
な

ど
、
本
市
の
財
政
状
況
は
年
々
厳
し
さ

を
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
、
健
全
で
安
定
し

た
財
政
運
営
を
維
持
す
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）

と
は
、
今
ま
で
の
公
共
事
業
な
ど
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
学
校
や
道
路
、
社
会

福
祉
施
設
な
ど
の
資
産
と
、
そ
の
た
め

に
必
要
と
な
っ
た
お
金
を
そ
れ
ぞ
れ
、

借
方
、
貸
方
に
分
類
し
て
対
比
し
、
資

産
価
値
や
負
債
内
容
を
分
か
り
や
す
く

示
し
た
も
の
で
す
。

●
借
方

　

平
成
18
年
度
の
資
産
総
額
は
、
６
５

６
億
７
、０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の「
資
産
」は
、
市
が
保
有
し
て
い

る
道
路
や
学
校
、
基
金
な
ど
の
財
産
を

表
し
ま
す
。
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算

す
る
と
、
１
６
７
万
円
の
資
産
を
保
有

し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

●
貸
方

　

平
成
18
年
度
の
負
債
総
額
は
、
１
７

９
億
５
、２
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の「
負
債
」は
、
資
産
形
成
に
関
し

て
、
将
来
世
代
が
返
済
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
金
額
を
表
し
ま
す
。
市
民
１
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
46
万
円
の
負

債
を
抱
え
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
資
産
形
成
に
関
し
て
、
現
在
ま

で
の
世
代
が
既
に
負
担
し
た
金
額
を
表

す
「
正
味
資
産
」
の
総
額
は
、
４
７
７

億
１
、８
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

既
に
１
２
２
万
円
の
支
払
い
を
終
え
て

い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

借　　　方

計　656億7,000万円

◉有形固定資産
528億4,100万円

うち土地136億9,300万円
　学校、道路など建設的な事業に使われたお金の総
額です。道路や建物は減価償却をしています。土地
代は取得価格で計上しています。

◉投資的資産
96億4,700万円

　関係団体への出資金や長寿社会対策基金、国際交
流基金など、蓄えているお金です。

◉流動的資産
31億8,200万円

　現金で持っているもののほか、必要なときにすぐに
現金化することができる基金、市税など市に納めても
らうお金のうち、まだ納められていないものです。

貸　　　方

計　 656億7,000万円

◉負債
・借入金（市債）  143億8,400万円
　学校、道路などを建設するための財源として市が
銀行や国などに借金しているお金の残高です。

・退職給与引当金  35億6,800万円
　市の職員が年度末に全員退職した場合の退職金で
す。実際、今支払うものではありませんが、将来発
生するものとして負債に計上しています。

◉正味資産
 477億1,800万円

　学校、道路などを建設するために使ったお金のう
ち、国や県から補助金としてもらったものや税金な
ど、市のお金の総額です。

指
標
で
み
る
財
政
状
況

■経常収支比率、公債費比率、実質公債費比率の
　推移と他市平均値との比較

各　指　標
白石市の数値 県内13市

の平均値

平成18年度 平成17年度 平成18年度

経常収支比率 94.7% 85.4% 92.5%

公 債 費 比 率 19.8% 13.4% 14.9%

実質公債費比率 9.6% 8.3% 16.0%

平
成
18
年
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）

●下水道の整備状況と水洗化率（各年4月1日現在）

平成17年 平成18年 平成19年

整 備 面 積 778.6ha 805.8ha 833.6ha

整 備 率 83.4% 86.3% 89.3%

水洗化人口計 19,007人 19,726人 19,805人

処理区域内人口 23,381人 24,184人 24,381人

水 洗 化 率 81.3% 81.6% 81.2%
※整備率＝整備面積÷計画面積（933.7ha)×100
　水洗化率＝水洗化人口÷処理区域内人口×100

●汚水1ｍ3の処理に必要
　な経費（平成18年度）

※公共下水道の場合（農業集落
　排水を除く）

一般会計繰入金
（103 円）
40.0%

支出（259 円）100%

使用料収入
（156 円）
60.0%

（　　　　  ）

一般会計繰入金・繰越金
4億6,072万円
（29％）

（内、繰越金965万円）

一般会計繰入金・繰越金
4億6,072万円
（29％）

（内、繰越金965万円）

内訳
元金 6億8,446万円
利子 3億4,727万円

公債費
10億3,173万円
（68％）

下水道建設費
2億8,490万円
（19％）

下水道建設費
2億8,490万円
（19％）

下水道管理費
6,719万円
（4％）

流域下水道費
1億3,709万円

（9％）

地方債
5億9,410万円
（38％）

下水道使用料
3億7,247万円
（23％）

国庫補助金
１億1,264円

 （7％）

受益者負担金
2,533万円（2％）

手数料・雑入
2,073万円
（1％）

歳入
15億8,599万円

歳出
15億2,091万円


